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-------------------------------------------------------------------------------------- 

労災死亡者数、休業４日以上の死傷者数ともに増加 

 

厚生労働省が５月 30 日、令和３年の労働災害発生状況の取りまとめを公表しました。労働災害

を減少させるために国や事業者、労働者等が重点的に取り組む事項を定めた中期計画である「第

13 次労働災害防止計画」（以下「13 次防」という）（平成 30 年度～令和４年度）では、29 年比で

「死亡者数を 15％以上」「死傷者数を５％以上」減少させることを目標にしています。 

 

◆死亡者数４年ぶり増加、休業４日以上の死傷者数は平成 10 年以降で最多 

 令和３年１月から 12 月までの労働災害による死亡者数は 867 人と４年ぶりに増加となりました

（前年比 65 人・8.1％増、平成 29 年比（以下「29 年比」という）111 人・11.3％減）。 

休業４日以上の死傷者数（以下「死傷者数」という）は 149,918 人と平成 10 年以降で最多となり

ました（前年比 18,762 人・14.3％増、29 年比 29,458 人・24.5％増）。 

 新型コロナウイルス感染症へのり患による労働災害での死亡者数は 89 人（前年比 71 人・

394.4％増）、死傷者数は 19,332 人（前年比 13,291 人・220.0％増）と、前年に比べ大きく増加しま

した。 

 

◆13 次防の重点業種の平成 29 年比および対前年比は、死亡者数は減少、死傷者数は増加 

死亡者数は、平成 30 年から令和２年までの３年間では 13 次防の目標達成が可能なペースでの

減少となっていたものが、一転して 13 次防の目標を達成できませんでした。13 次防の重点業種で

は、建設業が 288 人（前年比 30 人・11.6％増、29 年比 35 人・10.8％減）、製造業が 137 人（同１

人・0.7％増、同 23 人・14.4％減）、林業が 30 人（同６人・16.7％減、同 10 人・25.0％減）となりま

した。 

死傷者数においては、13 次防の重点業種では、陸上貨物運送事業が 16,732 人（前年比 917

人・5.8％増、29 年比 2,026 人・13.8％増）、小売業が 16,860 人（同 1,519 人・9.9％増、同 2,979

人・21.5％増）、社会福祉施設が 18,421 人（同 5,154 人・38.8％増、同 9,683 人・110.8％増）、飲

食店が 5,095 人（同 142 人・2.9％増、同 374 人 7.9％増）と前年比で増加しました。 

 

【厚生労働省「令和３年の労働災害発生状況を公表」】  

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_25944.html 
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リモート採用、7 割が導入～日本マンパワー調査から 

マンパワーグループが行った企業の人事担当者を対象とした「リモート採用の導入・実施状況」調

査（2022 年 1 月実施）の結果によると、リモート採用を行っている企業は約７割となっています。 

リモート採用では、企業説明会、採用面接、内定者フォロー、適性検査などが行われています。 

 

◆リモート面接は中小企業でも 

同調査は、企業規模別の結果は出ていないようですが、会社説明会のような大規模なものでなく

ても、最終面接以外の面接にはリモートを活用しているという企業は多いようです。遠方からの応募

が増えるといった効果もありますので、中小企業でも導入は増えつつあるようです。 

 

◆やはり最終面接は直接面接 

コロナ禍の初期には、最終面接までリモートで行うといった企業が多かったようです。しかし、コロ

ナ禍が落ち着き始め、マスク着用の緩和等の話題も出てきており、今後は対面での面接が増えるも

のと思われます。 

同調査でも、「最終面接以外の面接」はリモートで行っているという企業が 84.3％ありました。やは

りリモートだけでは、応募者の実際の人柄はつかみにくいようです。 

 

◆気を付けたいこと 

リモート面接をする側として気を付けたいことは、面接者にしてほしくないこととほぼ同じです。 

・緊張感がない。パソコンの操作等をして集中していない。 

・表情や声などニュアンスが伝わらない。声が小さくて聞こえない。 

・使用する機器や回線速度のせいで接続が不安定になる。 

などでしょう。面接の手際の悪さなどはリモートでする・しない以前の話ですから、面接する側もしっか

りと予行演習をしておきましょう。 

【マンパワーグループ「リモート採用の導入・実施状況」調査】  

https://www.manpowergroup.jp/client/jinji/surveydata/20220516.html 

 

 

 

自動車運送事業者の「働きやすい職場認証制度」の新規受付が始まります 

国土交通省は６月８日、自動車運送事業者による職場環境の改善努力を「見える化」した「働きや

すい職場認証制度」の新規受付を９月 16日から 11月 15日まで受け付けると発表しました。 

この制度は令和２年８月から国土交通省と厚生労働省の連携により始まったものです。正式名称

を「運転者職場環境良好度認証制度」といい、自動車運送事業（トラック・バス・タクシー事業）の運

転者不足に対応するための総合的取組みの一環として創設されました。 

その目的は、職場環境改善に向けた各事業者の取組みを「見える化」 することで、求職者のイ

メージ刷新を図り、求職者の運転者への就職を促進することです。 

 

◆認証マークの種類 

一つ星、二つ星、三ツ星の３種類があります。初回は一ツ星に挑戦することができ、取得すれば次

は二ツ星、最後に三ツ星といった順番で取得できます。三ツ星を獲得した事業者の方がより厳しい基

準をクリアしていることになりますので、自社の労働環境の良さを外部にアピールすることが可能で

https://www.manpowergroup.jp/client/jinji/surveydata/20220516.html
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す。 

なお、９月 16 日から 11 月 15 日まで受け付けるのは一つ星の新規受付であり、2020 年度に一つ

星を取得した事業者の申請は 12月に受付を開始します。 

 

◆認証対象 

バス（乗合、貸切）、タクシー、トラック事業者 

 

◆申請受付、審査、認証等の実施機関 

国土交通省の指定を受けた認証実施団体である一般財団法人日本海事協会 

 

◆審査要件 

法令遵守等、②労働時間・休日、③心身の健康、④安心・安定、⑤多様な人材の確保・育成 の５

分野について基本的な取組要件を満たすこと。 

 

◆料金 

審査料：５万円（税別）／１申請あたり 

※インターネットによる電子申請の場合、３万円（税別）に割引 

登録料： ６万円（税別）／１申請あたり 

【一般財団法人日本海事協会「自動車運送事業者の「働きやすい職場認証制度」」】 

https://www.untenshashokuba.jp/ 

 

 

 

【労働新聞ニュース】 2022.07.04 

実習生の労災防ぐ 合同パトで安全対策確認 大分労働局 

大分労働局（中山晶彦局長＝写真）は、外国人技能実習生の労働災害が増加傾向にあ

ることを受け、大分県警察・福岡出入国在留管理局・外国人

技能実習機構福岡事務所と合同パトロールを行った。実習生

26 人が働く㈱臼杵造船所を訪れ、局長自ら実習生に作業内

容を尋ねている。 

 同労働局によると、令和３年 10月末時点の大分県内の外国

人労働者は 7313 人で、技能実習生はそのうち 3528 人と、半

分に満たない。一方で被災した外国人労働者の内訳をみる

と、令和３年は８人中５人、２年は 22人中 16人が技能実習生

と、全体の６割以上を占めている。 

 同社は実習生の母国語で注意喚起を掲示し、作業手順を優しい日本語で教えるなどの対策を行っ

ている。 

---------------------------------------------------------------------- 

（事務所より） 
例年であればまだ梅雨である 7月上旬ですが、すでに真夏の様子です。 
皆様、くれぐれも熱中症にご注意ください。 （武瀬） 


